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本
書
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ

ン
マ
ー（
以
下
、「
Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
」と
呼
ぶ
）

の
経
済
発
展
を
、
相
対
的
に
開
発
が
進
ん

だ
タ
イ
、
中
国
雲
南
省
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

周
辺
国
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
と
っ
て
、
い

か
に
促
進
し
て
い
く
の
か
を
第
一
の
課
題

と
し
、
さ
ら
に
域
内
の
国
境
貿
易
を
い
か

に
活
性
化
さ
せ
て
い
く
の
か
を
第
二
の
課

題
と
し
た
、
二
○
○
四
年
度
の
研
究
会
の

成
果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
課
題
を
考
え
る
う
え
で
、
本

書
で
は
Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
と
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

中
国
雲
南
省
と
で
は
異
な
っ
た
接
近
法
を

取
る
こ
と
と
し
た
。
ま
ず
、
交
通
イ
ン
フ

ラ
と
国
家
間
な
い
し
は
都
市
間
の
リ
ン
ケ

ー
ジ
に
つ
い
て
の
本
書
の
視
点
を
簡
単
に

述
べ
る
と
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
本
来
生
産

拠
点
と
市
場
を
結
ぶ
も
の
と
位
置
付
け
ら

れ
、
そ
の
点
か
ら
も
、
市
場
と
生
産
拠
点
、

と
り
わ
け
市
場
の
規
模
を
示
す
人
口
の
多

い
拠
点
を
結
ぶ
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
に
つ

い
て
は
、
市
場
と
生
産
拠
点
と
の
よ
り
有

効
な
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
考
え
る
た
め
に
も
、

人
口
の
地
域
分
布
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま

た
、
労
働
の
将
来
の
需
給
状
況
を
み
て
い

く
う
え
で
、
人
口
の
年
齢
別
構
成
（
人
口

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
）
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
人
的
資
源
を
評
価
す
る
意
味
で
、
各

国
の
教
育
事
情
と
労
働
事
情
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
他
方
で
、
リ
ン

ケ
ー
ジ
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
要
素
と

し
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
の
既
存
の
産
業
と
し

て
ど
の
よ
う
な
産
業
が
発
展
し
て
い
る
の

か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、
現
実
へ
の
接

近
を
試
み
た
。
一
方
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
の
経

済
発
展
を
促
す
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国

雲
南
省
に
関
し
て
は
、
ま
ず
メ
コ
ン
地
域

開
発
に
こ
れ
ら
三
カ
国
が
期
待
す
る
、
国

内
で
は
相
対
的
に
貧
し
い
地
域
の
開
発
と

い
う
視
点
と
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
巡
る
競
合
と
い
っ
た

観
点
、
さ
ら
に
各
国
の
国
境
貿
易
と
経
済

協
力
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
分
析
す
る
こ

と
を
試
み
た
。

こ
の
よ
う
な
視
点
を
も
と
に
、
本
書
は

五
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
、

「
メ
コ
ン
地
域
概
観
」
と
し
て
、
メ
コ
ン

地
域
の
経
済
状
況
、
メ
コ
ン
河
流
域
を
含

む
域
内
経
済
協
力
の
枠
組
み
に
つ
い
て
概

説
し
た
（
第
一
章
）
後
、
加
盟
国
間
の
前

述
の
よ
う
な
利
害
関
係
に
基
づ
く
国
際
関

係
（
第
二
章
）
と
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
（
第

三
章
）
に
焦
点
を
あ
て
た
分
析
を
し
て
い

る
。第
二
部
「
Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
の
人
的
資
源
」

で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
第
四
章
）、
ラ
オ

ス
（
第
五
章
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
第
六
章
）

の
教
育
や
労
働
な
ど
人
的
資
源
と
人
口
の

地
域
分
布
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め

た
。
第
三
部
「
Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
の
産
業
発
展

の
可
能
性
」
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫
製

産
業
（
第
七
章
）、
ラ
オ
ス
の
木
材
加
工

産
業
（
第
八
章
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
投
資

環
境
（
第
九
章
）
に
そ
れ
ぞ
れ
焦
点
を
あ

て
な
が
ら
、
各
国
の
産
業
発
展
の
可
能
性

を
論
じ
て
い
る
。
第
四
部
「
タ
イ
・
ベ
ト

ナ
ム
・
雲
南
省
の
役
割
」
で
は
、
タ
イ
が

進
め
る
Ｃ
Ｌ
Ｍ
各
国
と
の
国
境
経
済
地
区

や
近
隣
諸
国
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
対
す
る

「
バ
ー
ツ
借
款
」
な
ど
タ
イ
の
メ
コ
ン
地

域
開
発
に
対
す
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
つ

い
て
述
べ
た
（
第
一
○
章
）
後
に
、
ベ
ト

ナ
ム
北
部
・
中
部
・
南
部
各
地
域
の
国
境

経
済
区
を
中
心
と
し
た
経
済
開
発
の
可
能

性
に
つ
い
て
論
じ
（
第
一
一
章
）、
中
国

雲
南
省
に
よ
る
メ
コ
ン
地
域
五
カ
国
と
の

外
交
関
係
と
経
済
協
力
関
係
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
（
第
一
二
章
）。
第
五
部
「
総
括
」

で
は
、
そ
れ
ま
で
の
各
論
で
ま
と
め
ら
れ

た
検
討
成
果
に
基
づ
き
、
メ
コ
ン
地
域
開

発
の
展
望
と
課
題
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
本
書
の
結
論
的
な
部
分
を
ご
く

簡
単
に
述
べ
る
と
、
分
析
を
進
め
る
な
か

で
、
先
に
述
べ
て
き
た
期
待
と
は
裏
腹
に
、

メ
コ
ン
地
域
開
発
を
進
め
て
い
く
う
え
で

の
様
々
な
障
壁
も
み
え
て
き
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｍ

諸
国
の
貿
易
赤
字
、
労
働
の
供
給
過
剰
や

人
材
育
成
の
課
題
、
さ
ら
に
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
環
境
問
題
を
考
え
る
と
、
メ
コ
ン

地
域
開
発
を
持
続
可
能
な
開
発
と
し
て
成

功
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
更
な
る

支
援
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
本
書
は
、
大
変
光
栄
な
こ
と
に

「
ア
ジ
研
選
書
」
の
第
一
号
と
し
て
刊
行

さ
れ
る
機
会
を
得
た
。「
ア
ジ
研
選
書
」は
、

開
発
途
上
国
の
諸
事
情
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
や

援
助
を
通
じ
て
途
上
国
に
関
わ
ら
れ
る
方

々
、
さ
ら
に
は
学
生
の
方
々
な
ど
、
で
き

る
だ
け
幅
広
い
読
者
層
を
念
頭
に
「
で
き

る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
詳
し
く
」

ま
と
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
主
旨
か
ら
、
本
書
を
執
筆
・
編
集
す

る
な
か
で
は
、
執
筆
者
並
び
に
編
者
は
、

地
図
と
地
名
や
人
名
な
ど
固
有
名
詞
の
索

引
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
一
方
、
文
中
に
写

真
や
コ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
で

き
る
だ
け
読
者
が
参
照
し
や
す
く
、
か
つ

親
し
み
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
き
た
。
た
だ
、
ど
こ
ま
で
親
し
み
や

す
い
本
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
読

者
の
方
々
の
ご
判
断
を
待
た
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

（
い 

し
だ　

ま
さ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）

新
刊
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編
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コ
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地
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開
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残
さ

れ
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ア
ジ
ア
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ロ
ン
テ
ィ
ア
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正
美
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